
 

 

 

 

 

 ＲＩＮＴ－ＰＣシステムの測定データをＣＴＲで解析 

 （ＳｍａｒｔＬａｂデータも共通） 
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１．概要 

 ＲＩＮＴ－ＰＣシステムはＷｉｎｄｏｗｓで測定データはバイナリーで登録されるが、 

   ＡＳＣＩＩ変換を行う事と、ＣＴＲシステムで読み込む事が可能になります。 

   以下に、透過反射測定されたｒａｎｄｏｍデータと配向データの解析方法を説明します。 

２．入力データ 

 ｒａｎｄｏｍデータ 

  

 テストサンプル 

  

作業手順 

 １．ＲａｗデータをＡＳＣＩＩ変換 

 ２．Randomデータバックグランドを削除し、defocusファイル作成(ODFPoleFigure2) 

 ３．サンプルファイルのデータ処理 

  ＳｍａｒｔＬａｂは、２項から始める 

極点処理 

 バックグランド除去 処理を行う。 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正、  反射、透過とも行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ＲａｗデータをＡＳＣＩＩ変換 

   Ｒａｗデータを一括マウスドラッグ＆ドロップする。 

 

 

ＲＩＮＴ２０００形式に変換実行 

 

  変換結果 

 

ｓａｍｐｌｅデータもＡＳＣに変換 

 

 

 



以降ＳＵＳ試料を使って説明します。 

４．Randomデータバックグランドを削除し、defocusファイル作成(ODFPoleFigure1.5) 

入力データを ASC(RINT-PC)とする。 

 

ｒａｎｄｏｍファイルを全て選択し、読み込む 

 

 

 

 

 



バックグランド削除を行う 

 

 

 

データの登録 

 

 



登録された画面 

 

５．サンプルファイルのデータ処理 

データの読み込み 

 

 

Ｃａｌｃデータ処理 

 



データ処理されたファイル 

 

 

入力極点図と再計算極点図から計算されるＲｐ％ 

  

このＲｐ％を最小化する。 

 

 

 

 

 

 最適化前の Rp％と最適化後の Rp％を確認する 

 

 



 

  

 

 

  

 Rp％が±１．５％をオーバしているが、平均値１１．３％から１０．０％に改善されている 

  



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析の入力データ作成 

 

   

 

  

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦを選択 

 



常にＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦに設定 

  

 以降、デフォルトがＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦになります。 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ入力データ作成 

  

 

 

 

 

  

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦで解析 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析結果の退避 

 

 

 

 

 

 

データ退避 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 ＳｔａｎａｄａｒｄＯＤＦ入力ファイル 

 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ解析結果のＥｘｐｏｒｔファイル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再計算極点図が表示されます。 

 

 

 

 

｛３１０｝極点図中心の値で入力データが大きく、再計算極点図は小さい、この部分はｒａｎｄｏｍ方位 

なので、入力データのｒａｎｄｏｍが以上に高いと考えられます。 



ＯＤＦ解析結果 

 

 

 ステップを５ｄｇｅから１ｄｅｇに変換 

 



 

 

 

 



逆極点 

 

  

 

  

 

 

 

 

 



３６Ｂｏｘ評価 

 

 

 


